
  

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 75 回卒業証書授与式が本日 3 月 24

日に挙行されました。卒業生 7 名は、6 年

間の思い出と素晴らしい成果を残して牧小

学校を巣立っていきました。コロナ禍での卒

業式となり、多数のご来賓をお招きすること

ができませんでしたが、全校児童全員が式に

参列し、卒業生の凜々しい姿を間近で見て、

感謝と祝福の心を込めて送り出すことがで

きました。 

以下に、卒業生に送った「３つ言葉」を掲

載します。この内容は、卒業生はもちろんの

こと、在校生にも伝えたいと思った内容です。

私の思いをしっかりと受け止めてくれるこ

とを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「自立貢献」 

他者に貢献すればするほど、自分自身が自

立できるということ。自分だけのことを考え

て判断するのではなく、まわりの人のことを

考え、思いやりに満ちた「利他の心」をもち、

何に対しても貢献していくことが大切。 

○「誰にも負けない努力をする」 

「ここまでやったからいいのだ」といった

ように、ゴールがあるわけではない。終点を

設けず、先へ先へと設定されるゴールを果て

しなく追いかけていく。そんな無限な努力を

していこう。 

○「本気 本腰 本物」 

これがやりたい、これが好きだという思い。
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感謝の気持ち ～心の金メダルを６年生に～ 

「6 年生を送る会」 
1 年生から 6 年生へ「感謝」を贈る 



真剣な気持ちで取り組むさま。これが本気。 

本気で「やる」と決めて前に進む、行動する。

真剣に取り組む気構え。これが本腰。 

本腰を入れるから、真の力が出てくる。そし

て、その姿勢を続けることで本物になる。と

いうことを表す。 

 

今年度もコロナ禍での教育活動でした。ま

だまだコロナ禍での生活は続けなければな

りません。もしかすると、コロナ前の生活に

は戻れないかも知れません。だからこそ、今

子どもたちにとって必要なことは何か、学校

として、牧小の教職員として何ができるのか

を考え、子どもたちとともに過ごす時間を大

切にしていきたいと思っているところです。 

この１年間、保護者・地域の皆様、教育関

係者の皆様には、本校の教育活動に多大なご

支援をいただき、誠にありがとうございまし

た。来年度も教職員一同、力を合わせてがん

ばって参ります。今後とも、ご理解とご支援

のほど、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

6 年生へ今までの感謝を伝えるとともに、

卒業を祝福する会「6年生を送る会」を開催

しました。 

1年生は、6年生に「感謝のメダル」をプ

レゼント。３・４年生は、怪盗 STKから今

年 1 年間の思い出クイズで会を盛り上げて

くれました。6年生からも 6年生が 1年生 

の時からの思い出が詰まったクイズを出し 

 

 

 

 

 

てくれました。5年生には、後を託す意味で

本物のバトンが渡されました。縦割り班から

は、班員のメッセージ色紙をプレゼントしま

した。 

最後に、2年生が感謝を込めて作った花の

アーチの中を紙吹雪と共に退場しました。 

とても温かく、6年生、5年生以下双方と

も感謝を伝えられた会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「感謝」があふれた ６年生を送る会 

〔３・４年生から 6年生へのメッセージ〕     〔縦割り班からのプレゼント〕 

〔6年生からの思い出クイズ〕       〔２年生の花のアーチと紙吹雪〕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染予防対策として、

初めてオンラインによる学習参観と学級懇

談を実施しました。急遽の実施にもかかわら

ず保護者の皆様のご理解とご協力のおかげ

でスムーズに行うことができましたこと、感

謝申し上げます。ＧＩＧＡスクール構想に伴

い、一人一端末が支給され、日々の授業で活

用しているところですが、保護者の皆様と離 

 

 

 

 

 

 

 

 

れていてもつながることができＩＣＴ活用

の幅が広がったと喜んでいます。 

今後も「子どもと教師」がつながる、「子

ども同士」がつながる、「学校と家庭」がつ

ながる機会や場等の工夫を進めていきたい

と考えています。今回の取組の感想等があり

ましたら、お聞かせいただければ幸いです。 

 

 

新型コロナウイルス感染予防のため延期

していた 4年生の「二分の一成人式」をオン

ラインで行いました。子どもたちは、この日

のために自分たちでできることを自分たち

で準備しました。将来の夢を語ったり、お家

の方に歌のプレゼントをしたりして、感謝の

思いを伝えることができました。最後に、お

家の方からの手紙を読み、涙ながらに自分の

成長を感じ取ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の方から卒業生に「クラフトバンドの

トレイ」が卒業のお祝いの品として学校に届

けられました。お名前を伺ったのですが、「匿

名でお願いします」とのことでした。きっと

地域の宝である卒業生のことを思いながら、

お作りいただけたものと感激いたしました。

この場をお借りし、お礼申し上げます。たい

へんありごとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンラインによる学習参観・学級懇談 

  地域の方からの贈り物     涙とともにご両親に感謝   



 来年度の学級編成等について                    

来年度は、７人の新入生を加え、44人で

新学期をスタートする予定です。 

学級編成は、特別支援学級が 1 学級新設

され、1学年、2学年、３・４学年、５・６

学年、特別支援学級 2 学級の 6 学級となり

ます。そのため、教職員が今年度に比べ 1名

増員される予定です。その他、県教育委員会

及び市教育委員会に教員等の増員を依頼し

ていますが、執筆時点では未定です。 

また、市教育委員会から「独習支援学習ア

プリ試行校」として、右記のように複式学級

で児童が独習する際（渡りの授業形態）に、

個に応じた学習が行えるよう、iPad で学習

アプリを活用しながら授業を進めていくこ

とを試行いたします。学習アプリの導入は、

令和の日本型教育で目指している「個別最適

な学び」と「協働的な学び」を具体的にする

取り組みだとも考えております。前例のない

取組ですが、やりながら可能性を探っていき

たいと考えています。 

 ４ 月の予定   今後変更される場合があります              

4／ 1（金）辞令交付式（新任教職員） 

6（水）入学式準備 

新５・６年生登校 8:30～   

7（木）新任式・第 1学期始業式 

入学式 

交通安全指導 ～4／15 

8（金）２年生給食開始 

    １年生下校指導 11:40 ～12 

視力・聴力検査・発育測定 

ＰＴＡ総務部会  18:30～ 

専門部会、役員会 

11（月）２年生以上通常授業 

    12（火）２年生以上 NRT検査 

  13（水)１年生給食開始・地区子ども会 

   13（水）集団下校 14:50 

14（木）全校朝会・委員会 

15（金）尿検査 

学習参観 13:30～ 

ＰＴＡ総会 14:30～ 

学級懇談会 15:15～ 

   19（火）６年生全国学力・学習状況調査 

20（水）耳鼻科検診 

21（木）委員会 

22（金）１年生を迎える会・内科検診 

25（月）児童の自宅確認期間 ～4/28 

26（火）１～４年生交通安全教室 

28（木）二次尿検査 

           

 お知らせ                                 

年度末・年度初めの転出入教職員の離任及び新任の挨拶まわりにつきましては、新型コロナウ

イルス感染症予防及び教職員の働き方改革により行いません。ご理解とご了承をよろしくお願い

申し上げます。なお、転出者については、学校だよりを作成している時点は、報道解禁日前です

ので、次号で転出入教職員をあわせて紹介させていただきます。 

今月のことば： 自分は自分の主人公。世界でただひとりの自分を創っていく責任者。  

東井 義雄（教育者） 

 


